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トレボ操作マニュアル（中級編） 

 
トレボ操作マニュアル（初級編）では、トレボを利⽤する上で、基本的な操作⽅法をご説明しました。 
中級編では、チャートの設定や複数ウィンドウの⼀括表⽰機能など、トレボをより便利にご利⽤いた

だける機能をご紹介します。 
 
 
 

トレボのチャートは、ワンタッチ切り替えのようなスピーディな操作、簡単に 
設定できる豊富なテクニカル指標が特⻑です。 
トレボ操作マニュアル（初級編）では、 

 ・トレンドライン 
 ・数値読み取り 
 ・転換点 
 ・ルーペ 

  ・全データ表⽰ 
などの基本的な操作についてご紹介しましたが、中級編ではテクニカルチャートの設定やツールバー 
設定など、更に⼀歩進んだ内容をご案内します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．設定を変更して、チャートをより使いやすく！

サブチャート 

表⽰エリア 

メインチャート 

アドオンチャート 

表⽰エリア 

サイドチャート 

表⽰エリア 

ツールバー 
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【内容】 
アドオンチャートとは、メインチャート表⽰エリアに重ねて表⽰するチャートのことです。 
アドオンチャートは、以下の 5 種類から選択します(複数指定可)。チャートの種別や⾜種により、指定
できないものがあります。 
 ・VWAP 
 ・移動平均 
 ・ボリンジャー・バンド 
 ・移動平均エンベロープ 
 ・パラボリック 

 
【操作】 
チャート上で右クリックし、”アドオンチャート(O)”を選択して、表⽰したいアドオンチャートを指定
するか、「チャートの設定」画⾯呼び出しボタン  をクリックして、指定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②「チャートの設定」画⾯が

起動(「チャートの設定」画⾯
についてはＰ.５参照) 

アドオンチャート 

①「チャートの設定」画⾯呼び出し 
ボタンをクリック 

①チャート上で右クリックし

て"アドオンチャート(O)"を

選択 

表⽰中のアドオンチャート

には「レ」マークが表⽰さ
れます

②表⽰したいアドオン

チャートを指定 
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【内容】 
メインチャート表⽰エリアの左(サイド)、または下(サブ)に表⽰するチャートを指定します。 
サイド/サブチャートは、以下の 16 種類から選択します。チャートの種別や⾜種により、指定できない
ものがあります。 

・価格帯別売買⾼ ・RSI  ・ストキャスティクス ・サイコロジカル 
 ・移動平均乖離率 ・MACD  ・ROC      ・モメンタム 
 ・強弱レシオ  ・ヒストリカル･ボラティリティ  ・DMI 

・RCI   ・アルティメット･オシレーター  ・ボリュームレシオ 
・信⽤残  ・売買⾼ 
※価格帯別売買⾼のみサイドチャート表⽰エリアに表⽰、その他はサブチャート表⽰エリアに表⽰ 

 
【操作】 
チャート上で右クリックし、”サイド・サブチャート(S)”を選択して、表⽰したいサイド/サブチャート 
を指定するか、「チャートの設定」画⾯呼び出しボタン  をクリックして、指定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サイド/サブチャート 

②「チャートの設定」画⾯が

起動(「チャートの設定」画⾯

についてはＰ.５参照)

①「チャートの設定」画⾯呼び出しボタン

をクリック

①チャート上で右クリックして 

"サイド･サブチャート(S)"を 

選択 

表⽰中のサイド/サブチャ

ートには「レ」マークが 
表⽰されます

②表⽰したいサイド/サブチャ
ートを指定
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■サブチャートエリアの拡⼤/縮⼩ 
 
サブチャートエリアは、マウスの操作により拡⼤/縮⼩が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※各サブチャートエリアの割合は個別に変更できません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①メインチャートとサブチャート

境界線上にマウスのカーソルを持

っていき、カーソルの形が  に変

化したら・・・ 

②拡⼤する場合： 

そのまま上にドラッグすると、

サブチャートエリアが拡⼤

②縮⼩する場合： 

そのまま下にドラッグすると、

サブチャートエリアが縮⼩ 

例えば、サブチャートの中で、

RSI のみを広くすることはで
きません 
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【内容】 
アドオンチャート、サイド/サブチャートの表⽰/⾮表⽰の指定、テクニカル指標の詳細設定を⾏います。 
表⽰中のチャートの種別により、設定画⾯の内容は異なります。 
 
【操作】 
チャート上で右クリックし、”チャート設定(P)”を選択するか、「チャートの設定」画⾯呼び出し 
ボタン  をクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チャートの取得データ

数(期間)を指定 

サイド/サブチャートの
表⽰/⾮表⽰を指定 

各チャートパラメータの
詳細を設定 

"表⽰設定"を推奨値(初期値)に

戻します。推奨値は、チャートに
よって異なります

該当タブのパラメータの設定を推奨値

(初期値)に戻します。推奨値は、チャ
ートによって異なります 

チャートの設定 

「チャートの設定」画⾯呼び出しボタン

をクリックする

チャート上で右クリックして 

"チャート設定(P)"を選択

アドオンチャートの 

表⽰/⾮表⽰を指定 
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■アドオンチャートの設定 
 
アドオンチャートの表⽰/⾮表⽰の設定を⾏います。表⽰中のサイド/サブチャートには「レ」マークが
表⽰されます。 
チャートの種別や⾜種により、指定できないものがあります。指定できないアドオンチャートは、グレ
ー表⽰となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■取得データ数の設定 
 
チャート描画対象期間の設定を⾏います。チャートの⾜種により選択内容が異なります。 
 
 
●TICK、1 分⾜         ●Tick by Tick          
 
 
 
 
 
 
 
●⽇⾜、週⾜ 
 
 
 
 
 
 
 
 ※⽉⾜は、設定できません。 

アドオンチャートの 
表⽰/⾮表⽰を指定 

その時点で指定できない 

アドオンチャートは 

グレー表⽰ 

表⽰中のアドオンチャート
には「レ」マーク表⽰ 

●2、3、4、5、6、 
10、15、20、30 分⾜ 
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■サイド/サブチャートの設定 
 
サイド/サブチャートの表⽰/⾮表⽰の設定を⾏います。表⽰中のサイド/サブチャートには「レ」マーク
が表⽰されます。 
チャートの種別や⾜種により、指定できないものがあります。指定できないアドオンチャートは、グレ
ー表⽰となります。 
 
 
 
 
 
 
 
※チャートの詳細設定(次項参照)を⾏っても、 
アドオンチャート、サイド/サブチャートで表⽰ 
設定されていないもの(チェックされていない 
チャート)は表⽰しませんので、ご注意ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■詳細設定 
 
アドオンチャートやサイド/サブチャートのパラメータの詳細な設定を⾏います。 
チャートの種別により、設定できる項⽬や予めセットされているパラメータの内容が異なります。 
 
●⽇⾜［ﾛｰｿｸ+移動平均］ の場合     ●5 分⾜［ﾛｰｿｸ+移動平均］ の場合 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

サイド/サブチャートの 

表⽰/⾮表⽰を指定 

その時点で指定できない 

サイド/サブチャートは 
グレー表⽰ 

表⽰中のサイド/サブチャ
ートには「レ」マーク表⽰

⾜種別により表⽰内容、

設定内容が異なります 
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設定部分にチェックボックスのあるパラメータは、表⽰/⾮表⽰の設定を⾏うことができます。 

 

（例）ボリンジャー・バンドチャート 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表⽰/⾮表⽰の詳細設定 

①「チャートの設定」画⾯を開き、

ボリンジャー・バンドの設定タブ

をクリック 

②クリックして、標準偏
差 3 のチェックを外す

③標準偏差 3 のラインが

消去されます
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ヒストリカル・ボラティリティ、ボリュームレシオ、サイコロジカル、移動平均乖離率、RSI、RCI、
アルティメット・オシレーター、ストキャスティクスチャートでは、スケールラインの設定ができます。 
 
（例）RSI チャート 
 
 
. 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①「チャートの設定」画

⾯を開き、RSI の設定タ

ブをクリック 

② ス ケ ー ル ラ イ ン 1 を

「30%」、スケールライン 2

を「70%」に変更

③スケールライン 3 のチェ

ックボックスにチェックを
する

「80%」と「20%」の 2

本のスケールラインが描

画されている状態 

④「80%」が「70%」に、「20%」

が「30%」に変更されます。 

また、「50%」の位置にスケー

ルラインが新規に描画されま

す(スケールライン 3) 

スケールラインの設定 
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ボリンジャー・バンド、移動平均エンベロープでは、基準となる移動平均を簡単に変更できます。 

 

（例）移動平均エンベロープ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①「チャートの設定」画⾯を

開き、移動平均エンベロープ
の設定タブをクリック 

②基準となる移動平均の

うち、移動平均 1 のラジ
オボタンをチェック

③「移動平均 1」 (この例では、 

5 ⽇移動平均) をベースとした、

移動平均エンベロープチャート

に変更

移動平均の期間の変更は、 

"ﾛｰｿｸ+移動平均"タブで 
⾏います 

基準となる移動平均 
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【内容】 
チャート上に表⽰するツールバーの設定を⾏います。ツールバー上に表⽰するボタンや、ツールバーの 
表⽰位置(チャート上部/下部)を指定できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
【操作】 
チャート上で右クリックし、”ツールバー(D)”を選択し”設定(C)”を指定するか、「ツールバーの設定」
画⾯呼び出しボタン  をクリックしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ツールバーの設定 

ツールバー

「ツールバーの設定」画⾯呼び出し 

ボタンをクリックする 

チャート上で右クリック 

して"ツールバー(D)"を 

選択し"設定(C)"を指定 
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※先頭に「#」マークのついたパターンは 
 上書き保存や、削除ができません。 
 
 
 
 
 
 
ツールバーは、チャート上部・下部に組み合わせて表⽰できます。また、チャートの⼤きさによっては
1 つのツールバーにたくさんのボタンを登録しても隠れてしまいますので、よく使うボタンだけツール
バーに登録し、他は右クリックメニューで操作するとよいでしょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①ツールボタン

を登録するツー

ルバーを選択 

②項番①で選択

したツールバー

の表⽰位置を 
選択 

③追加の場合： 

ツールバーに登録する 

ボタンを選択して[<-追

加]ボタンをクリック

ここにチェックをすると、表⽰中の 
チャート全てに設定を反映 

ここにチェックをすると、設定画⾯上に表⽰されたツールバーパターンをデフォルト(初期値)パターンと

して採⽤ 

③削除の場合： 

ツールバーから削除する 

ボタンを選択して 

[->削除]ボタンをクリック

ツールバーを上と下

に 1 本ずつ表⽰ ツールバーを下に 

2 本表⽰

ツールバーの組み合わせ表⽰ 
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【内容】 
チャートの表⽰⾊を設定します。 
 
【操作】 
チャート上で右クリックし、”表⽰⾊設定(C)”を選択してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表⽰⾊の設定 

チャート上で右クリックして
"表⽰⾊設定(C)"を選択 
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 *：先頭に「#」マークのついたパターンは 
   上書き保存や、削除ができません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①表⽰⾊を変更

するチャート 
種別を選択 

②表⽰⾊を変更する項

⽬を選択 

③ここをクリックして、⾊指定画

⾯を開いてカラーパレットから

⾊を指定するか、「R」「G」「B」

欄に直接⾊コードを⼊⼒する

設定を変更したい表⽰⾊の
パターンを選択(*)

設定した表⽰⾊パターンを保存する場合は、

[名前をつけて保存]をクリック
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トレボでは、通常のチャートに加えて、「ミニチャート」 
をサポートしています。 
ミニチャートは、マイページ上にコンパクトに並べられますので、多数の 
銘柄を⼀度に確認するのに便利です。 
 
また、多くのミニチャートをマイページ上に並べるには、複数ウィンドウ 
⼀括表⽰機能(次項参照)が便利です。 
 
ミニチャートでは、1 分⾜、10 分⾜、⽇⾜、週⾜、⽉⾜をサポートして 
います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ミニチャート 

ミニチャートなら、多数の銘柄
をコンパクトに表⽰できます 
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複数ウィンドウの⼀括表⽰機能とは、銘柄詳細やチャートなどのウィンドウを複数枚⼀括してレイアウ
トする機能です。 
この機能を活⽤することにより、お好みのマイページを簡単に作成することができます。 

 

【操作】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．知って得する機能！① ―複数ウィンドウの⼀括表⽰機能―

複数表⽰可能枚数を
表⽰します 

④指定の列・⾏数で 
表⽰されます 

②メニューから 

"複数表⽰"を選択
①複数表⽰したいウィンド
ウ上で、右クリック 

③列数と⾏数を指定
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レイアウトロックとは、マイページ上のウィンドウの追加、移動や削除ができないよう、レイアウトを
固定する機能です。 
誤ってウィンドウを削除してしまうといったことを防げるので、常に同じレイアウトで監視したい 
場合に便利です。 
レイアウトロックが ON の場合、対象ウィンドウ(P.18 の表参照)に対する以下の操作ができなくなりま
す。 
 ・新規ウィンドウの追加  ・ウィンドウの削除(ウィンドウを閉じる) 
 ・ウィンドウのサイズ変更 ・ウィンドウの移動 
 
【操作】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３．知って得する機能！② ―レイアウトロック―

①ロックボタンを 

クリック 

②対象ウィンドウの 

アイコンがロック状態

を⽰す表⽰となります 

 
レイアウトロック 

OFF の状態 

（初期状態） 

 
レイアウトロック 

ON の状態 

 
該当ウィンドウの 

ロック状態が OFF

の場合（初期状態）

 
該当ウィンドウの 

ロック状態が ON

の場合 
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レイアウトロックが可能なウィンドウは以下の通りです。 
 

対象ウィンドウ 

銘柄登録リスト 銘柄詳細
オプションビュー 先物リスト
指標リスト チャート(ミニチャート含む) 
マーケットビュー（市況、証⾦・信⽤、事象） マネービュー
ランキング（株式、信⽤残） ニュース
事象リスト マーケットティッカー 
銘柄個別 

 
なお、レイアウトロック中でも、以下のようなレイアウトに影響を与えない操作は可能です。 
 
 ・対象ウィンドウでの銘柄など表⽰内容の変更 
 ・銘柄登録リストの表⽰パターン切り替え(リスト形式⇔ボード形式) 
 ・チャートのパラメータ設定やツール指定 
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レイアウトロック中でも、ウィンドウの重なりの順序は変更できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ウィンドウの重なりは変更可 

レイアウトロック中 

①順序を⼊れ替えるウィン

ドウ上で右クリックして、 

"順序(V)" ⇒ "最前⾯へ 

移動(F)"を選択

②対象ウィンドウが 

最前⾯へ移動します 
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ランキングでは、ツリーメニューの表⽰/⾮表⽰の指定ができます。また、列項⽬毎に表⽰/⾮表⽰の指
定もできますので、マイページ内にコンパクトにレイアウトすることが可能です。 
 
 
 
ランキング上部の   または    をクリックすることにより、ツリーメニューの表⽰/⾮表⽰の指定
が可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マウスのドラッグや、右クリックメニューにより、ランキングの列幅の変更や、表⽰/⾮表⽰の設定が 
できます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①列項⽬の境界にマウスのカーソルを移動 
形状が   に変化したら 

４．知って得する機能！③ ―ランキングのレイアウト調整―

ツリーメニューの表⽰/⾮表⽰設定 

列項⽬の表⽰幅設定、表⽰/⾮表⽰設定 

②マウスをドラッグして列項⽬幅を変更で
きます

①⾮表⽰としたい項⽬上で右クリックして 

"表⽰しない(D)"を選択 

②指定した項⽬(ここでは、「コード」)が 

⾮表⽰となります 

②ツリーメニューが表⽰されま

す(もう⼀度ボタンをクリックす

ると⾮表⽰になります) 

①このボタンをクリック 
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⾮表⽰とした列項⽬を再度表⽰する場合は、項⽬⾏上で右クリックして”再表⽰(E)”を選択し、再表⽰さ
せる項⽬名を指定してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ランキングの列項⽬幅や、項⽬の表⽰/⾮表⽰の変更は、”初期状態に戻す(B)”を選択することにより、
初期状態に戻ります。また、”現在の状態をデフォルトにする(F)”を選択することにより、その時点の列
項⽬の状態を該当のランキングでの初期状態(デフォルト)とし、以降、同じ種類のランキングは、指定
したデフォルトの列項⽬の状態で表⽰します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⾮表⽰の項⽬が表⽰されますので、再表⽰

したい項⽬を指定します 

その時点の状態をデフォルトと

します。以降、同じ種類のラン

キングはここで指定した状態で

表⽰されます

列項⽬の状態を初期状態に戻し

ます 
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ツリーメニューや列項⽬の⾮表⽰機能を利⽤して、コンパクトなレイアウトを作成することが可能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

登録⽤の設定 

コンパクトな 
レイアウトが完成！ 

ツリーメニューを非表示 
不要な項目を非表示 


